
障害者福祉推進課

自立支援医療担当

3295

番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B69
地域精神保健事業費 衛生費 精神保健費 地域精神保健事業費

挑戦項目   

分野施策 030730 障害者の自立・生活支援

１　事業概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源
国庫支出金

決定額 5,611 2,804 2,807 △58

前年額 5,669 2,833 2,836

平成29年度予算見積調書
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

公衆衛
生費

事 業
期 間

昭和63年度～ 根 拠
法 令

精神保健福祉法第2条（義務）、第46条（義務）　障害者基
本法第23条（義務）

　精神障害者の社会復帰の促進を図るため、各保健所に
おいて、実情に即した社会復帰対策等を実施する。
　(1)　地域精神保健推進事業　        2,289千円
  (2)　精神障害者地域活動促進事業　    730千円
  (3)　ピアカウンセリング事業　　    2,592千円
  　
　　

　(1)事業内容
　　ア　精神障害者の社会復帰の促進を図るため、各保健所において精神障害者の交流や家族、精神保健福祉に関わる　
　　　　機関の職員等が研修会などに参加する機会を提供する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,289千円
　　イ　精神保健福祉に関する普及啓発や心の健康づくり等の精神保健活動を行っているボランティア等の民間団体の
　　　　活動を支援することにより精神障害者に住みやすい地域づくりを推進する。　　　　　　　　　　　730千円
　　ウ　障害者やその家族の相互支援活動により、共通の障害がある人やその家族が相談相手になることで、当事者が
　　　　自分の問題を自ら解決していけるよう支援を行うと共に、精神障害者の家族を対象とした交流会等を開催し、
　　　　互いに支え合う体制の充実を図る。                                    　　　　　　　　　　2,592千円

　(2)事業計画
　　ア　各保健所からの事業計画書に基づく事業の推進。
　　イ　団体からの事業計画書に基づく事業の推進。
　　ウ　当事者会、家族会からの計画書に基づく事業の推進。

　(3)事業効果
　　地域の実情に応じた、精神障害者の社会復帰の促進及び住みやすい地域づくりが図られる。
　　（事業実績）
　　　研修会、家族教室等の開催
　　　平成25年度　 50回　参加延べ人数　1,532人
　　　平成26年度　 42回　参加延べ人数　1,489人
　　　平成27年度　 68回　参加延べ人数　2,421人

　(国1/2、県1/2)

　(人件費)9,500千円×(0.1人)＝950千円
　(組織等)なし

前年との
対比

― 福祉部 B69 ―
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